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HTML5 とJavaScriptを用 い たデー タ処理の試み

石水 尊久　（彦根地方気象台｝

1．は じめに

　 地方気象 台に お い て は、情報セ キ ュ リテ ィ 対策 の 徹底 に 伴

い 、Unix環境や 開発環境 な ど、業務 の 効 率化や 技術的知見 を 得

るた め に有用 な ソ フ トウ ェ ア に つ い て も、利用 制 限が 強 化 され

る こ とに なっ た。．．．・
方、ス マ

ートフ ォ ン や タブ レ ッ ト端 末 な ど

モ バ イ ル 情報端末 の 発展 に 伴 い 、Web ペ ージ記述言 語の 標 準規

格 で あ るHTML5 と、ス ク リプ ト言 語で あ るJavaSc：ript を 組み

合 わせ たWeb ア プ リケーシ ョ ン の 普及が 進 んで い る。こ うした

状 況か ら、HTML5 とJaVaSCriptに よるWeb ア プ リケーシ ョ ン

を 作成 し、デー
タの 処理 に 活用 す る こ と を試 み た。

　なお、JavaScript で は サーバ か らの データ取得 は、

XMLI 　IttpRequestを 用い た 通信 で 頁∫能で あ るが、クロ ス オ リジ

ン の 関係 な どサ
ーバ 管埋 者の 許可 を得 る必要 が あ り、現状 で は

ロ
ー

カ ル デ
ー

タの 読み込 みに 機能 を限 定 して い る。

4．まとめ

　HTML5 とJavaScriptに よ るL、「eb ア プ リケ
ー

シ ョ ン を活用 す

る こ とを検討 し、一般 的な プロ グラム 書語 と剛様の データ処理

が 実 現 で きる な ど、一定 の 可 能性が あ る こ とが 分か っ た。

2．背崇

　気象庁が 配信 する 降水 短時 間予報 関連 データは、GRIB2 形式

で あるこ とが 多 く、地方気象 台で調査研究や検証等 の 1．酌 で使

用す る際 に は 、C 言語やJava 言語 な どの コ ンパ イ ル 言語 で 作成

された プロ グラム が 活用 され て きた。以前は、Unix実行環境で

C言語や、Ruby な どの ス ク リプ ト言語 を使用 しデータ を処理 す

るこ とが で きた が 、前述 の 制 隈が あ り利用が 難 しい 。一
方、

Java言語 は、近年は 基幹サ
ーバ に お ける サ

ーバ ー
サ イ ド処理 に

特化 しつ つ あ り、端 末上で の 使用 に は 適 して い ない 。またモ バ

イル 情報端末で は、Java実行環境が 実装さ れ ない 傾向もみ られ

る。そ こで、ク ラ イ ア ン ト端末 のWeb ブラ ウザの 標準機 能の み

で 実行 可能な、HTML5 とJavaScriptに よるWeb ア プリケ
ー

シ

ョ ン を記述 し、降水短時間予報関連デ
ータ を処理 す る方法 を検

討 した。

3．手法 と結果

　第 1図は、試作 したHTML5 とJavaScriptに よ るWeb アプリケ

ー
シ ョ ン で 土 壌雨量指数娵デ

ー
タ を描 画し た例 で ある。バ イ ナ

リデータ で あ るGRIB2 形式 フ ァ イル の 読 み 込み をHTML5 の

File　APIで 行 い、ラン レ ングス膨 縮 な どの データ処埋 を

JavaScriptで 記述 した。読み出 し結果 は、　 Canvas上 で ビッ ト

マ ッ プ描画 し可視化 した ほ か、BEob　URL ス キ
ーム で、　 CSV・ne

式 フ ァ イ ル と して ダ ウ ン U 一ドす る機能 を用意 した。

　なお試作 した Web ア プ リケーシ ョ ン は、．一
般的 なWeb ブラ ウ

ザ の 標準 機能 の み で 実行 で き る た め、Windows 端来 の ほ か、

Linux やMacOSX 等の Unix 環境で も動 作 させ る こ とが で き る。

ま た モ バ イ ル 情報 端末へ 応 摺 す る こ と も R∫能 と．考え られ る。

第 1図　上壌雨 量摺数値GRIB2 形式デ
ー

タ の 表示例
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